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科目番号：AE13H63 

科 目 名：文化の伝流と複合実習 

担当教員：葛西太一 

成績評価方法：①調査発表 50%、②授業参加 10%、③期末レポート 40% 

成績評価基準： 

 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 

① 調査発表 

（50%） 

適切かつ明確な問題

意識に基づいて着実

な調査を行い、独創性

のある優れた発表を

行うことができる。 

適切な問題意識に基

づいて調査を行い、妥

当な発表を行うこと

ができる。 

必要な調査を行った

うえで、発表を着実に

行うことができる。 

調査に不足があるた

め、必要十分な発表を

行うことができてい

ない。 

必要な調査を行わず、

発表を行うことがで

きていない。 

② 授業参加 

（10%） 

他者の発表内容や発

言を深く理解したう

えで、自らの疑問を積

極的に投げかけ、相手

の課題解決に資する

ことができる。 

他者の発表内容や発

言に即して、自らの疑

問を投げかけ、相手と

問題意識を共有する

ことができる。 

他者の発表内容や発

言に理解を示し、議論

に参加することがで

きる。 

他者の発表内容や発

言に関心を示すが、議

論に参加することが

できていない。 

他者の発表内容や発

言に関心を寄せず、議

論に参加することも

できていない。 

③ 学期末レポート 

（40％） 

文献の確かな解釈と

実地調査を踏まえて、

文化が伝承・変容する

様相を客観的かつ丁

寧に記述することが

できる。 

文献の解釈と実地調

査を踏まえて、文化が

伝承・変容する様相を

丁寧に記述すること

ができる。 

文献の解釈と実地調

査を行い、文化が伝

承・変容する様相を記

述することができる。 

文献の解釈と実地調

査に不足があるため、

文化が伝承・変容する

様相を記述すること

ができていない。 

文献の解釈と実地調

査を行わず、文化が伝

承・変容する様相を記

述することができて

いない。 

 


